
＜症 状＞ 

膝蓋骨 

歩行時の様子をチェックして、いつもと違う場合や 

痛そうにしている場合は一度ご相談下さい。 

年齢を重ねていくと足に負担がかかっていくので、 

健康維持のためにも予防を心がけましょう！！ 

 

脛骨 

正 常 膝蓋骨脱臼 
大腿骨滑車 

脱臼の評価 

✓ 腰を落として、膝を曲げたまま歩く 

✓ 歩いている途中で後ろ足を伸ばす仕草をする 

 

 

今回は膝蓋骨脱臼についてです。 

膝蓋骨脱臼は膝のお皿が正常な位置から外れてしまうことです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

5頭に1頭の犬で認められるとも言われ、羅患数の非常に多い病気です。 

なりやすい犬種として、トイプードル、チワワ、ポメラニアン、柴などです。 

脱臼には4つの評価があります。 

 

グレードⅠ 

通常の運動時・歩行時に脱臼することは稀で、 

関節の曲げ伸ばしにも影響はない。手で圧力を加えることで脱臼する。 

グレードⅡ 

膝を曲げたときに脱臼することがあるが、ほとんど膝を伸ばせば自然に元に戻る。 

少し痛みを伴うこともあるが軽度。 

グレードⅢ 

膝蓋骨は常に脱臼した状態。関節を伸ばした状態で元に戻すことはできるが、 

膝を曲げると脱臼する。 

グレードⅣ 

膝蓋骨はずっと脱臼したままで人の手で戻すことも不可能。曲げ伸ばしができず、 

足を上げっぱなし・足が曲がったまま腰を丸めるようにした歩行が見られます。 

 

✓ 後ろ足を上げる       

✓ スキップをする  

✓ 膝を動かすと｢パキッ｣｢コリッ｣と音が鳴る 

✓ 歩いていて突然｢キャン｣と鳴き、後ろ足をきにする 

その子によって様々 な症状がでます。 

多くの場合は痛みがなく無症状なので飼い主さんが気づけないこともあります。

これらが見られたら、注意しましょう！ 

予防・治療  

 

当院は骨の手術を行っていないので内科治療を行い、 

関節に効く注射・サプリを用いて維持していきます。 

手術がご希望の場合は、二次病院を紹介しています。 

 

脱臼しないように過度な運動は避け、絨毯やマットを敷いて滑らないように、 

また段差を上らないようにしましょう。 

★ オススメサプリメント ★ 

アンチノール：関節、皮膚・被毛、心血管、腎臓の健康を応援するサプリメント 

フレキサディンアドバンス：UC-Ⅱという腸管における自己免疫の働きを 

保つことによって関節の健康をサポートするサプリメント 

（看板にオススメなものが書いてありますので、興味があればご覧下さい！！） 

大腿骨 

大腿骨滑車というくぼみから

外れると脛骨をまっすぐ   

引っ張ることができず、   

膝関節を伸ばせなくなります。 
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